
第129回

• 2019年8月18日（日曜日）

• 13：00～15：30

• 郷州公民館 集会室

• 寄稿 談話室花みずき 広報係









いつも協力してもらっています。謝謝！



第１回の大好評に応えて、島田悦郎さん（７丁目）の第２回のお話会

お題は「箸とフォークのお話」

なぜ東洋は箸で西洋はフォークなのか？から始まって

蘊蓄を傾けてのお話。前回同様楽しめました

〖箸〗

極東で、およそ 5000 年前（紀

元前 3000年前）に、指の延
長として、箸が生まれた。

当時は、食べ物は 大鍋で調理され、

旨い所を早く食べようとして
手を伸ばして、指を火傷したため、

指の代わりになるものを探していた。

そこで、２本の棒で食べ物を挟

むことを考え出して、指を保護し

た。これが、“箸のルーツ”である。

従って、“指の延長が箸”である。

〖フォーク〗

中東の宮廷では、7世紀の食卓

にフォークが使われている。1100 
年前後にイタリアに伝わった とさ

れている。

フォークが重要な役割を担い始めたの

は、14世紀頃になってから である。

17世紀に入ると、ようやく イギリスに

フォークが登場する。
それ以前は、手で肉を押さえながら、ナ

イフで切って 食べていた。

従って、「箸」 も「フォーク」 も“手の
代用品” ということになる。共に手を使わ

ないため、衛生的である。

〖カトラリー食〗〖箸食〗〖手食〗






